甲斐更紗、社会・文化的モデルからみた聞こえない子をもつ聞こえる母親の「語り」
■詳細原稿
１.研究目的
　一般的に,障害がある子どもの場合,子ども自身の障害の自覚・認識以前にまず親たちの障害の受容・認識の問題が先行する（奥田,2006）．

　障害がある子どもをもつ親の障害受容や心理状態については,Drotar et al.(1975)による段階説や,Olshansky(1962)による慢性的悲嘆説,中田(1995)の螺旋型モデルなどの障害受容がある.そして,障害がある子どもへの療育(教育)といえば,「障害の克服・軽減」が目的と考えられ(東村，2005),障害児の早期療育に合わせてその子どもの母親に,障害受容を促進するよう支援していくことが必要である(大鐘,2011).このことは,障害を個人・医療モデルから捉えることを示唆する.
　現在の我が国では,聞こえない子どもに対して聞こえることを目指す教育方法がされ,母親も聞こえない子どもを聞こえるようになるために必死であったという時期があった.このことは,母親が聞こえないことを個人・医療モデルで受け入れなければならなかったと考えられよう.そのため,様々な問題が生じた (Leigh・Stinson,1991;河崎,1999 etc ).
　そのような中,「聞こえないひとたち」を「ろう者とは,日本手話という,日本語とは異なる言語を話す,言語的少数者である」といった「ろう文化宣言」(木村・市田,1995)がされた.これらは,手話を固有言語とし,文化的マイノリティとしての社会・文化的モデルの位置づけであった（澤田,2003）.　

　　従って,聞こえない子どもをもつ聞こえる親に対して,社会・文化的モデルの視点も取り入れた支援が必要,と考えられよう.しかし,聞こえない子どもをもつ聞こえる親（主に母親）の意識もしくは心理状態に関する研究は見当たらない.それらを把握することなしに,より有効な支援は行えないと考えられる.
そこで,聞こえない子どもを育ててきた母親に,これまでの子育てを振り返り,こころの動きを語ってもらうことにより,聞こえないことそのものの認識について社会・文化的モデルから考察したい.
２.研究方法
　聞こえない子ども(10から30代,聴力は軽度から重度まで)をもつ聞こえる母親11名を対象に,インタビュー調査を行った.1時間から3時間,ナラティブの方法を用いた半構造化面接により（「お子様が生まれる前後から現在までの経過を語ってください. お子様が生まれる前後から現在までの生活の経過, お子様に対する気持ちをご自由にお聞かせ下さい」という質問内容を提示し，語りが滞ったときは調査者から質問したりした），母親たちの「語り」を得た.インタビュー内容から逐語記録を起こし,エピソードごとに区切るという切片化を行い，ラベル化した.
３.結果と考察
　今回は，3名の聞こえる母親の半構造化面接データの分析結果から抽出した，社会・文化的モデルからみた聞こえる母親の「聞こえない」ことの認識の特徴的な様相を，以下の１）から４）に示した．
　３名の聞こえる母親たちの状況は以下の通りである（ポスターでは表１になる）.
　　Aさん（４０代）：４人家族（本人,夫,聞こえない子１名［１５歳（インタビュー当時），
　　　身体障害者手帳保持者，聞こえないと分かった時の聴力は右耳８０dB左耳７６dB］，
　　　聞こえる子１名）
　　Bさん（４０代）：５人家族（本人,夫,聞こえない子２名［２０代，身体障害者手帳保　　　　　

　　　持者，聞こえないと分かったときの聴力は左右１００dB／１８歳，身体障害者手帳
　　　保持者，聞こえないと分かった時の聴力は右９０dB左１００dB］）・
　　Cさん（５０代）：５人家族（本人,夫,聞こえない子１名［２０代（インタビュー当

　　　時）,身体障害者手帳保持者,聞こえないと分かった時の聴力は右耳６５dB左耳７５
　　　dB，中学生時には左右９０dB］,聞こえる子２名）
１）聞こえる親からみたろう学校の意義（ポスターでは図１になる）
　　①「ろう学校は,聴力が重い子が通ってるので,うちの子には合わないと思ったし，人
　　　　数も少ないし,重複の子どもばかりだったし.」（Aさん）

　　②「（早期において子どもをろう学校に行かせていないことについて）病院に行ったら,
      　ろう学校を薦められたんですよね．私,その時仕事を持ってたので,仕事してたの
　　　　で,毎日通えなかったんですよ,ろう学校．」（Bさん）
　　③「『早期教育の施設が某市に,某市の児童相談所の中に◯◯教室というのがあるから,
　　　　そこに行って下さい』って言われた.そのときは人工内耳もないし、方法ってのは
　　　　補聴器だけ．人工内耳の紹介もなかった.手話とか,難聴やろうの大きい人（大人）
　　　　とかの紹介は全くなかった．「これからどうするんですか？」って聞いたら，「ま　　　　

　　　　ず，早期教育の施設に通う，終わった後はろう学校になると思います」っていう
　　　　説明で，ろう学校のイメージがない．ろう学校って何？って．これからどうした
　　　　らいいのかとかいうのはすごい困りました．」（Cさん）
　
　ろう学校が聞こえる親たちに敬遠される理由は，学習進度の遅れや固定化した小集団での学校生活に対する不満等である（奥田,2006）とされているが，そのようなエピソードがいくつか伺えた．これらには親たち固有の価値観というより,情報が得られないことで,一般社会の価値意識が反映されたと考えられよう.

２）手話に対する認識（ポスターでは図２になる）
　　④「手話というのをテレビのドラマなどで見たのよね.かっこいいなあ，と思ったの．
　　　　だけどね，うちの子は聴力が軽いからね，手話を覚えても手話を使うところがな
　　　　いのよ．そう思っていたら，子どもと同じ学校に聴力が重い子が入って来たので，
　　　　その子のサポートになれたら，お話したいなあと思って手話を覚えたの．手話っ
　　　　て，同じことばでも表現が違うから，面白いと思ったけど，難しいね」（Aさん）
　

　これまでは手話が徹底的に排除され卑下されてきた．だが，手話に対する肯定的なエピソードが聞こえる親から伺えた．このことを，奥田（2006）は「トレンディー・ドラマでろうの主人公（ほとんど聴者であるが）が操る手話は，障害者のマイナスイメージからは遠く“カッコ良さ”を演出し，憧れの対象にさえなる」と指摘しているが，そのような社会的変容が聞こえる親にも影響されたことが考えられよう．

３）ろう者社会との関わり（ポスターでは図３になる）
　　⑤「手話サークルに入っても，手話サークルの人なんかは，ろうのおじいさん，おば
　　　　あさんの話を聞く．口話訓練が厳しかった，苦しかった，補聴器が役に立たない
　　　　とか，色々言うでしょ．だから，私が地域の学校に（聞こえない子どもを）通わ
　　　　せてるということを，「なんでろう学校に早く変わらへんんの？」とか言われたり
　　　　する．嫌な気分になったのよね．あれから，手話サークルに行かなくなったり,ろ
　　　　う者たちと関わらなくなったというかお休みしたのよね」（Cさん）
　
　聞こえない子どもをもつ聞こえる親の先輩たちのアドバイス（「子どもが大きくなるとコミュニケーションが大変になるから手話を覚えた方がいい」）を受け，地域の手話講習会や手話サークルに通い始めた親たちのエピソードがみられた。⑤のエピソードでは，成人ろう者の体験を聞く機会に恵まれたことが分かっている．先行研究（大杉,1990 etc）からは，口話訓練の存在はろう者達にとっては抑圧的な体験だったことが考えられる．そのような体験は,聞こえる親にとっては衝撃的なものであったと推察されよう．このことから，逆に親としての気持ちを否定されたような気がしたという可能性が考えられよう．このことは，聞こえる親の立場を考えると，親自身がこれまで抱えてきた一般社会の価値意識によって，聞こえが異なる人たちの話を真正面から受け入れることに困難さを覚えることを意味していることが考えられる．
４）障害の社会的認識（ポスターでは図４になる）
　　⑥「もっと，ほんとに，私の時には聞こえない人とか，聞こえないことっていうこと
　　　　が，そういう人がいるっていうことがちょっと分かって，社会的に出てきたとこ
　　　　ろだったんですよね．」（Bさん）
　　⑦「（地域の学校に通うときの情報保障について聞こえない子をもつ親の先輩たちは）
　　　　何にもなかったから，親の方もそんなこと考えもしなかったの．だから，（私が情
　　　　報保障について）教育委員会とか学校側とか制度側に対して，「なんとかこの子達
　　　　の教育のために付けてくれ」っていうのを要求していき始めた時代なんだね、き
　　　　っとね．障害者何とか，国際障害者年とか，過ぎた後なので，元々そういう時で
　　　　しょ，私たち．障害者っていうのが脚光を浴びてるでしょ．障害者に脚光を浴び
　　　　させてるから，障害者の人権っていうところ（に）注目されつつある時代なんで
　　　　すよね．だから，「平等！参政権！」じゃないけど、訴えてますよね．元々波に乗
　　　　ってたので，一緒に．」（Bさん）
　障害そのものあるいは障害者に対する社会的認識は社会的・地域的に異なり,歴史的にも変化を見せてきた．このことが，⑥⑦のエピソードから考えられよう．
４．まとめ

　以上，聞こえない子どもをもつ聞こえる親への半構造化面接の分析をもとに,「聞こえる親からみたろう学校の意義」「手話に対する認識」「ろう者社会との関わり」「障害の社会的認識」という論点を挙げた．

　一般社会における障害に対する認識を自己の視点として捉え，その視点に基づいて我が子の「障害」を見ていくのが，これまでもしくは現在の社会である．
　現在,新生児聴覚スクリーニング検査が全国各地に拡がり,聞こえない子どもの早期発見が進んでいる．今後,我が子が聞こえないと分かり衝撃を受ける親が多数いることが想定される.人工内耳装用手術という医学技術も進展したことにより「聞こえない」ことを軽減・克服しようとする親も多数的と考えられよう．このことは,聞こえないことを個人・医療モデルから捉える限り,「聞こえない」ことは聞こえる親や聞こえない本人の個人的レベルの努力で処理されることになる．その一方で，平成２３年７月に国会で「言語（手話を含む）」と規定された改正障害者基本法が成立された中，人々の関係性の中で「聞こえない」ことを捉える視点もしくはモデルが必要になることが考えられる.
　様々な価値観が出てくる中，聞こえる親たちを支援するためには，多様な価値観や言説の提起に注目する必要があると考えられよう．

　今回の報告では聞こえる母親の認識や心理状態についていくつかの論点を挙げるに留まったが,今後において、母親たちの語りをさらに分析し，社会文化的モデルからみた支援のあり方を，より深く論じたいと思う.
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